
一

教
育
実
践
の
あ
ゆ
み

別
府
に
お
け
る

算
術
教
育
（
１
）

別
府
の
特
色
あ
る
学
校

別
府
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
　
恒
　
松

栖

１
　
は
じ
め
に

　
近
年
、
情
報
化
が
一
段
と
進
み
、
茶
の
間
に
居
な
が
ら
に
し
て

国
内
の
出
来
事
は
勿
論
の
こ
と
、
外
国
で
今
起
き
て
い
る
世
界
各

地
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
情
報

化
社
会
」
の
進
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
し
て
喜
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
政
治
や
経
済
を
初
め
と
し
て
、
教
育
に

か
か
わ
る
様
々
な
情
報
が
即
座
に
家
庭
や
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
学
校
の
経
営
や
運
営
面
で
も
多
く
の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
生
き
た
情
報
が
多
く
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
に
密
着
し
た
学
校
の
特
色
が
や
や
薄
れ
、
経
営
や
運
営
面
で

画
一
化
し
た
り
平
均
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
生
じ
て
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
学
校
運
営
や
経
営
状
況
は
、
学
校
教
育
を
管
轄
す
る
文
部
科
学

省
や
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
教
育
理
念
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て

行
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
枠
の
中
で
学
校
を
平

▲≪写真…南小学校玄関付近

　　　　　　　　　(市内で唯一の木造校舎の南小学校))

均
化
す
る

こ
と
は
、

公
教
育
の

質
を
そ
れ

な
り
に
維

持
す
る
こ

と
に
は
な
っ

た
か
も
知

れ
な
い
が
、

没
個
性
的

な
学
校
が

誕
生
す
る

こ
と
と
な
っ

た
よ
う
に

思
え
る
。
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こ
の
こ
と
を
克
服
し
、
特
色
あ
る
学
校
創
り
が
こ
こ
十
数
年
前
か

ら
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
環
境
を
生
か
し
た
り
教
育
内
容

を
新
た
に
創
造
し
た
り
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

２
　
学
校
の
始
ま
り
と
学
校
の
特
色

　
　
別
府
市
内
に
は
、
明
治
の
初
め
に
開
校
し
た
学
校
か
ら
大
正
・

昭
和
と
市
域
の
広
が
り
や
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
順
次
学
校
が
新

設
さ
れ
た
り
統
廃
合
さ
れ
た
り
し
て
、
小
学
校
が
一
七
校
（
私
立

校
一
）
、
休
校
二
校
（
小
学
校
一
、
分
校
一
）
が
あ
る
。
ま
た
、

中
学
校
は
九
校
（
私
立
校
一
）
、
幼
稚
園
は
二
五
園
（
市
立
一
七
、

私
立
七
、
県
立
校
幼
稚
園
部
一
）
が
あ
る
。

　
明
治
年
間
に
誕
生
し
た
小
学
校
は
、
旧
別
府
と
浜
脇
地
区
の
北

小
・
南
小
、
石
垣
村
の
石
垣
小
・
南
立
石
小
、
朝
日
村
の
朝
日
小
、

御
越
（
亀
川
）
町
の
亀
川
小
、
市
街
地
周
辺
部
の
天
間
小
・
東
山

小
・
校
郷
分
校
・
山
の
口
分
校
（
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
間
は
山

ノ
ロ
尋
常
小
）
・
湯
山
分
校
な
ど
八
校
三
分
校
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
浜
脇
小
・
野
口
小
・
西
小
の
三
枚

が
、
昭
和
後
期
に
な
っ
て
明
星
小
（
私
立
）
・
青
山
小
・
境
川
小
・

上
人
小
・
鶴
見
小
・
春
木
川
小
・
緑
丘
小
・
大
平
山
小
学
校
が
相

次
い
で
開
校
し
た
。

　
中
学
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
第
一
　
（
山
の
手
）
、
第
二
（
青

山
）
、
第
三
（
中
部
）
、
石
垣
、
亀
川
、
朝
日
、
大
間
、
東
山
中
学

校
で
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
山
の
手
中
学
か
ら
第
五

（
浜
脇
）
中
学
校
、
石
垣
と
亀
川
が
第
四
（
北
部
）
中
学
校
と
し

て
再
編
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
中
部
と
北
部
か

ら
鶴
見
台
中
学
校
を
誕
生
さ
せ
た
。

▲《写真…明星小学校全景
　　（県下唯一の私立小学校の別府大学明星小学校）｝

　
別
府
市

内
に
開
校

し
た
学
校

は
そ
れ
ぞ

れ
に
学
校

の
歩
み
に

併
せ
て
学

校
環
境
や

学
校
研
究

で
特
色
あ

る
学
校
が

創
ら
れ
て

い
る
が
、
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市
内
は
勿
論
、
県
内
や
県
外
に
ま
で
名
を
成
し
て
い
る
名
門
校
と

云
わ
れ
る
学
校
も
少
な
く
な
い
。
代
表
的
な
特
色
校
を
上
げ
て
み

る
と
次
の
よ
う
な
学
校
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
に
限
定
す
る
。
と
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
算
術
（
算

数
）
教
育
の
推
進
校
と
し
て
南
小
学
校
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
後
に

い
た
っ
て
道
徳
教
育
の
北
小
、
理
科
教
育
の
南
立
石
小
、
国
語
教

育
の
青
山
小
・
石
垣
小
、
体
育
の
大
平
山
小
、
音
楽
の
西
小
・
石

垣
小
・
上
人
小
、
統
計
教
育
の
境
川
小
、
放
送
教
育
の
亀
川
小
、

僻
地
教
育
の
東
山
小
・
天
間
小
・
湯
山
分
校
、
県
下
唯
一
の
私
立

小
学
校
と
し
て
は
明
星
小
学
校
な
ど
が
あ
る
。

二
　
大
正
・
昭
和
前
期
の
特
色
校

　
１
　
南
小
学
校
の
は
じ
ま
り

　
別
府
市
内
の
特
色
あ
る
学
校
の
中
で
、
大
正
の
は
じ
め
か
ら
昭

和
十
年
代
に
か
け
て
数
あ
る
小
学
校
の
う
ち
、
際
立
っ
た
特
色
校

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
南
尋
常
小
学
校
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
約
説
的
教
育
」
と
云
う
教
育
思
潮
を
新
し
く
創
生
し
、
算
術
教

育
の
教
育
実
践
を
中
核
に
据
え
て
多
く
の
成
果
を
収
め
、
市
内
は

勿
論
県
内
を
初
め
と
し
て
、
国
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
張
を

広
げ
て
行
っ
た
の
が
南
尋
常
小
学
校
で
あ
る
。

　
別
府
南
尋
常
小
学
校
は
、
明
治
五
年
学
制
が
し
か
れ
全
国
の
津
々

浦
々
に
順
次
学
校
が
開
か
れ
た
明
治
七
年
、
海
門
寺
に
別
府
・
浜

脇
両
村
の
児
童
を
収
容
す
る
「
共
立
別
府
学
校
」
と
し
て
誕
生
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
十
三
年
に
別
府
学
校
は
別
府
・
浜
脇
共
立
を

解
き
、
別
府
学
校
は
そ
の
ま
ま
に
、
浜
脇
学
校
を
浜
脇
村
八
六
番

地
に
設
置
し
た
の
が
南
小
学
校
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
開
校
し
た
学
校
は
池
田
直
恭
（
校
長
代
理
）
と
助
教
の
津
久
井

善
平
、
管
理
者
の
山
田
三
郎
の
三
名
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

明
治
十
四
年
に
は
訓
導
一
名
、
助
教
三
名
の
四
名
と
な
り
、
児
童

も
二
Ｉ
四
名
を
数
え
た
。
明
治
十
七
年
に
初
代
の
校
長
と
し
て
富

田
武
馬
を
迎
え
、
文
郭
大
書
記
官
等
の
学
校
巡
視
が
度
々
行
わ
れ

て
い
た
。

　
明
治
二
十
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
時
の
文
部
大
臣
森
有
礼
が

九
州
地
方
を
巡
回
し
、
そ
の
折
に
学
校
の
各
教
室
を
臨
視
（
参
観
）

し
、
大
臣
自
ら
算
術
の
暗
算
問
題
を
数
題
出
し
て
子
ど
も
た
ち
の

実
力
を
試
し
た
。
そ
し
て
受
け
持
ち
の
教
員
に
対
し
て
、
学
科
に

つ
き
演
舌
（
指
導
）
し
た
。
当
時
の
就
学
対
象
児
童
数
は
五
二
四

名
、
実
際
に
就
学
し
て
い
る
の
は
三
〇
〇
名
、
就
学
率
は
五
七
・

三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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２
　
女
子
校
か
ら
浜
脇
小
を
独
立
さ
せ
る

　
学
校
は
、
開
校
当
時
、
児
童
数
が
二
〇
〇
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

急
激
に
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
推
移
し
、
明
治
三
十
四
年

に
幼
稚
園
を
付
設
し
て
か
ら
三
五
〇
名
を
越
え
た
。
明
治
四
十
一

年
義
務
教
育
年
限
の
延
長
と
共
に
、
別
府
高
等
小
学
校
を
解
散
し

て
南
・
北
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
校

名
を
南
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
め
た
。

　
さ
ら
に
、
南
小
学
校
に
は
第
一
学
年
の
男
女
と
二
年
生
以
上
の

女
子
が
学
ぶ
女
子
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
児
童
数
も
七
九
〇
名

を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
北
小
学
校
は
、
一
年
生
の
男

女
と
二
年
生
以
上
の
男
子
を
収
容
す
る
男
子
校
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
明
治
四
十
四
年
に
は
、
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
大
規

模
校
に
発
展
し
た
。
児
童
数
が
こ
Ｉ
〇
〇
名
を
越
え
た
大
正
四
年

に
着
任
し
た
の
が
吉
良
荒
太
校
長
（
南
小
学
校
第
十
三
代
）
で
あ

る
。
さ
ら
に
一
五
〇
〇
名
を
越
え
た
大
正
九
年
に
は
、
高
田
亀
市

校
長
（
第
十
四
代
）
が
着
任
し
た
。
同
年
の
学
校
沿
革
史
に
は
、

次
の
よ
う
に
学
校
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

㎜ 皿 ㎜ ㎜ － - l

　 　 　 ●

　 　 　 ●

　 　 　 ●

　 　 　 ●

高
田
校
長
は
吉
良
校
長
の
本
校
創
設
実
施
し
た
「
約
説
的
一

一
教
育
主
義
」
を
継
承
し
、
爾
来
、
倍
々
研
讃
を
重
ね
実
績
悠
々

挙
が
り
、
文
部
省
よ
り
督
学
官
あ
る
い
は
図
書
監
修
官
等
度
々

視
察
調
査
す
る
と
こ
ろ
な
り
、
ま
た
、
学
習
院
教
授
を
は
じ

め
、
全
国
小
中
学
校
等
各
方
面
よ
り
視
察
参
観
す
る
も
の
数

千
人
に
上
れ
り
。

－113 －

　
大
正
十
一
年
に
は
児
童
数
が
一
九
〇
〇
名
を
超
え
た
こ
と
か
ら

田
島
台
（
蓮
田
）
分
教
場
六
教
室
を
開
き
、
翌
十
二
年
に
は
二
階

建
二
一
教
室
を
落
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
五
年
に
は
男
子

六
二
名
、
女
子
一
三
八
〇
名
、
高
等
科
二
四
三
名
で
本
校
と
分
校

に
高
等
科
を
加
え
る
と
、
実
に
二
二
三
五
名
の
マ
ン
モ
ス
校
と
な
っ

た
。
大
正
十
五
年
に
は
蓮
田
分
教
室
を
分
離
独
立
さ
せ
、
然
も
女

子
校
を
男
女
共
学
の
組
織
に
編
成
替
え
し
、
万
一
〇
〇
名
の
学
校

と
し
て
再
出
発
し
た
。

　
３
　
昭
和
十
一
年
「
約
説
的
教
育
主
義
」
を
封
印

　
昭
和
三
年
、
別
府
市
は
単
独
の
高
等
小
学
校
を
設
立
し
た
。
そ

の
た
め
高
等
科
を
分
離
し
、
南
尋
常
小
学
校
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
二
八
三
名
の
学
校
と
な
り
男
女
比
が
ほ
ぽ
同
じ
構
成
で
推
移
し

た
。
昭
和
八
年
、
高
田
校
長
が
退
職
す
る
ま
で
一
三
年
間
に
わ
た
っ

て
学
校
経
営
に
努
め
、
名
実
と
も
に
算
術
教
育
の
実
践
校
と
し
て



全
国
に
南
小
学
校
の
名
を
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
教
員
の
養
成

機
関
の
拠
点
校
と
し
て
も
多
く
の
実
践
家
を
育
て
た
。

　
昭
和
十
一
年
、
第
十
六
代
辻
治
六
校
長
が
着
任
す
る
に
い
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
こ
れ

高田校長顔写真（約説的教育主義創生の２校長）》▲《写真…吉良・

ま
で
に
南

校
を
拠
点

と
し
て
隆

盛
を
極
め

た
算
術
教

育
の
方
向

が
大
き
く

転
換
す
る

こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の

た
め
、
吉

良
・
高
田

両
校
長
時

代
に
醸
成

衰
と
様
々

な
教
育
理

念
や
方
法
が
払
拭
さ
れ
、
市
内
の
他
の
小
学
校
と
ほ
ぼ
同
一
の
経

営
方
向
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
理
念
と
し
て

創
生
さ
れ
実
践
さ
れ
て
き
た
多
く
の
教
育
財
産
が
封
印
さ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
４
「
約
説
教
育
」
を
提
唱
実
践
し
た
三
名
の
先
生

　
別
府
市
立
南
小
学
校
が
『
算
術
教
育
（
算
数
教
育
）
』
の
先
進

校
と
し
て
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
た
特
色
あ
る
す
ば
ら
し
い
学
校

と
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
が
「
吉
良
荒
大
・
高
田
亀
市
両

校
長
と
河
野
三
五
郎
を
中
核
に
据
え
た
」
先
生
方
で
あ
っ
た
。

　
吉
良
荒
太
校
長
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
、
大

分
県
尋
常
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
南
海
部
郡
視
学
の
在
任
中
に
南

海
部
郡
波
当
津
分
校
を
珠
算
日
本
一
に
導
い
た
と
云
う
実
績
の
持

ち
主
で
あ
り
、
「
精
悍
熱
烈
」
の
有
力
校
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
吉
良
校
長
は
、
当
時
の
世
界
的
な
教
育
思
潮
の
流
れ
の

中
で
「
約
説
的
教
育
主
義
」
と
い
う
新
し
い
教
育
思
潮
を
創
生
し

た
。
そ
の
教
育
思
潮
は
、
吉
良
校
長
の
後
任
で
あ
る
高
田
亀
市
校

長
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
完
成
さ
れ
た
。
高
田
校
長
は
明
治
三
十

年
（
一
九
八
七
）
大
分
県
尋
常
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
「
温
厚
篤

実
」
な
人
物
で
吉
良
荒
大
校
長
の
二
年
後
輩
で
あ
っ
た
。
南
海
部
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郡
視
学
、
日
田
郡
視
学
、
東
国
東
郡
視
学
等
吉
良
校
長
の
後
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
あ
ゆ
み
、
つ
い
に
は
吉
良
校
長
の
後
任
校
長
と

し
て
南
小
学
校
の
校
長
を
勤
め
た
有
力
校
長
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
人
の
校
長
に
寄
り
添
い
「
約
説
的
教
育
」
の
実
践

を
、
算
術
教
育
を
中
核
に
し
て
す
す
め
確
立
し
た
の
が
河
野
三
五

郎
訓
導
で
あ
っ
た
。
河
野
三
五
郎
先
生
は
、
大
分
郡
庄
内
町
西
庄

内
の
清
酒
「
千
代
鶴
」
の
銘
柄
で
酒
造
業
を
営
む
家
の
次
男
と
し

て
明
治
十
七
年
九
月
五
日
、
八
大
兄
弟
の
四
番
目
と
し
て
生
ま
れ

た
。
家
庭
環
境
は
西
庄
内
で
指
折
り
の
富
農
で
、
兄
は
庄
内
町
の

収
入
役
を
勤
め
る
な
ど
恵
ま
れ
て
い
た
。
検
定
に
よ
っ
て
先
生
に

な
っ
て
か
ら
東
庄
内
尋
常
小
学
校
准
訓
導
、
西
庄
内
尋
常
小
学
校

及
び
大
分
市
別
保
小
学
校
訓
導
を
し
た
後
、
大
正
二
年
四
月
別
府

南
尋
常
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
赴
任
し
た
。

　
以
来
、
二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
算
術
教
育
を
中
核
に
し
た
南
小

学
校
の
教
育
に
没
頭
し
た
。
そ
の
実
践
成
果
は
、
算
術
教
育
の
著

書
と
し
て
出
版
さ
れ
、
算
術
指
導
の
著
名
な
実
践
家
と
し
て
、
ひ

い
て
は
南
小
学
校
の
名
を
算
術
教
育
の
実
践
校
と
し
て
不
動
の
も

の
に
し
た
。
三
五
郎
先
生
は
、
南
小
学
校
の
主
席
訓
導
（
教
頭
）

に
な
っ
た
後
、
湯
布
院
町
の
棉
陰
小
学
校
（
現
湯
布
院
町
立
湯
布

院
小
学
校
）
の
校
長
を
最
後
に
教
職
を
去
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四

▲《写真…河野三五郎先生》

○
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　
５
　
河
野
三
五
郎
訓
導
の
足
跡

　
河
野
三
五
郎
先
生
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
南
学
校
に
在
職
し
、

二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
一
訓
導
と
し
て
算
術
教
育
に
専
念
し
、
文

部
省
の
督
学
官
や
図
書
監
修
官
を
は
じ
め
大
学
教
授
、
各
県
視
学

官
、
訓
導
な
ど
全
国
各
地
か
ら
視
察
参
観
者
が
多
く
、
そ
の
数
は

年
間
数
千
人
に
及
び
「
南
学
校
の
算
術
教
育
」
の
質
の
高
さ
と
実

践
の
成
果
が
名
を
な
し
て
い
た
。

　
学
校
の
あ
ゆ
み
を
伝
え
る
『
南
小
学
校
沿
革
史
』
に
よ
れ
ば
、

算
術
教
育
の
実
践
家
の
河
野
三
五
郎
先
生
が
活
躍
さ
れ
た
が
、
河

野
三
五
郎
先
生
の
存
在
や
そ
の
教
育
思
潮
や
実
践
成
果
に
つ
い
て
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残
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
実
績
を
知
る
人
も
少
な
い
。
し

か
し
、
河
野
三
五
郎
先
生
の
著
書
と
し
て
昭
和
二
年
刊
『
分
数
歩

合
の
約
説
的
進
行
に
よ
る
　
私
の
算
術
教
育
』
文
教
書
院
（
一
五

版
）
、
昭
和
三
年
刊
『
数
理
発
展
　
算
術
補
充
問
題
集
』
南
小
学

校
出
版
（
一
四
版
）
、
昭
和
四
年
刊
『
私
の
算
術
作
図
研
究
』
文

教
書
院
（
一
〇
版
）
な
ど
が
あ
り
、
各
書
籍
と
も
に
増
刷
に
増
刷

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
別
府
と
い
う
一
地
方
都
市
か
ら
全
国
に
向

け
て
書
籍
が
送
り
出
さ
れ
、
し
か
も
全
国
に
名
を
誠
し
た
こ
と
は

学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
算
数
教
育
関
係
者
に
と
っ
て

も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
約
説
的
教
育
主
義
」
と
云
う
教
育
思
潮
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
三
五
郎
先
生
の
著
書
の
序
文
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

―

－

１

１

１

－

Ｉ

　
『
・
：
前
略
…
千
人
ノ
人
間
が
千
人
ソ
レ
ソ
レ
ニ
違
ッ
タ
欠

点
ト
同
時
二
違
ッ
タ
美
点
ヲ
モ
ッ
テ
イ
ル
。
即
チ
個
人
個
人

ノ
味
ワ
イ
、
個
人
個
人
ノ
魂
ノ
香
リ
ヲ
モ
ッ
テ
イ
ル
ハ
ズ
デ

読
ム
ベ
キ
参
考
書
モ
、
マ
タ
児
童
デ
ア
ル
。

略

lこ

:

●.･････香香香香
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叙
上
の
見
解
は
Ｔ
人
一
人
の
考
え
方
を
生
か
し
て
い
く
問
題
解

決
的
学
習
の
考
え
方
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
も
、
子
ど
も
の
個

性
や
心
理
に
気
配
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
を
主
賓
に
す
る
「
自
発

的
学
習
」
・
「
児
童
の
質
問
尊
重
」
・
「
教
師
の
案
内
者
・
監
視

者
・
助
力
者
・
判
決
者
の
役
割
」
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
の
考

え
を
南
小
学
校
の
子
ど
も
と
と
も
に
実
践
し
、
そ
の
成
果
を
『
約

説
的
進
行
に
よ
る
「
私
の
算
術
教
育
」
』
と
し
て
著
述
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
『
私
の
算
術
作
図
研
究
』
『
算
術
補
充
問
題
集
』
な
ど

の
著
書
が
、
別
府
の
町
か
ら
全
国
に
向
け
情
報
を
発
信
し
た
。
吉

良
・
高
田
圃
校
長
と
河
野
三
五
郎
先
生
を
中
心
に
し
た
当
時
の
南

小
学
校
教
育
は
、
郷
土
の
生
ん
だ
算
術
・
算
数
教
育
の
先
覚
者
た

ち
で
あ
り
、
教
育
実
践
家
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
学
校
現
場
に
根
を
張
り
、
地
道
に
算
数
教
育
の
実

践
を
長
年
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
教
育
実
践
家
の
存
在
を
知
っ
た

と
き
、
ま
た
算
術
教
育
が
華
や
か
だ
っ
た
昭
和
初
期
の
様
子
が
手

に
取
る
よ
う
に
分
か
っ
た
と
き
、
こ
ん
な
す
ご
い
学
校
が
他
に
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
動
を
覚
え
、
機
会
が
あ
れ
ば
先
陣
の
先
生

方
の
研
究
実
践
の
教
育
理
論
に
触
れ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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